


厚生文教委員会視察報告書 

 

令和 ５年 ８月３１日  

 

 泉大津市議会議長 様  

 

                   委員長 野  田   悦  子  

 

 

 

 下記により出張しましたので、その概要について報告いたします。 

 

記  

 

１ 日  時  令和５年８月２１日（月）～８月２２日（火） 

 

２ 出 張 先      埼玉県鴻巣市、東京都豊島区 

 

３ 視察内容  埼玉県鴻巣市【１日目】 

        ・デジタルシティズンシップ教育について 

        東京都豊島区【２日目】 

        ・高齢者元気あとおし事業について 



４ 概  要  今回の視察テーマは二点。教育所管の「デジタルシテ

ィズンシップ教育について」を文部科学省からの意見を

求められる先進的取り組みを行っておられる埼玉県鴻巣

市と、高齢介護課所管の「高齢者元気あとおし事業につ

いて」を高齢者の原宿と云われる巣鴨を有する東京都豊

島区へ伺った。 

 

        埼玉県鴻巣市の紹介を初の女性議長であられる潮田幸

子議長から受ける。位置は埼玉県中央部にあり、67.5 ㎢

と広い土地に 11 万 7,700 人余りの人口。本市と同様に平

坦な土地柄であるそうだが、名前にあるコウノトリの繁

殖、野生復帰に力を入れる、緑の広がる花の生産地で季

節ごとの花々が咲き乱れるという点ではうらやましくも

あった。 

デジタルシティズンシップ教育については、ＩＣＴ教

育を推進する中で、情報モラルについての日本独自のネガ

ティブな『～しなければならない』『○○に気を付けましょ

う』などの自制を促す方向に終始してしまいがちな現状を、

生まれた時から情報社会に生きているデジタル・ネイティ

ブ世代と呼ばれる現在の児童生徒に、よりポジティブなデ

ジタル社会の担い手として、より良い選択を自身でできる

人材に育てる教育であると、もう一歩進んだ教育現場の状

況を指導課一年目の方から、経産省制作のＤＶＤを用いて

説明をいただいた。 

 

       東京都豊島区は、本市より小さい面積 13.01 ㎢に本市の 

４倍近い人口で日本一の人口過密と、日本一の７５歳以上 

高齢単身世帯割合に加え特養待機率 400％とのことで、高



齢者の地域での支え合い 

が喫緊の課題として以前からあったのだとわかる。 

高齢者元気あとおし事業は豊島区で長く続けてこられた

事業であると、丸谷委員から教えていただき視察先として

選定した。当初は元気な方が、施設やお困りごとのお手伝

いをし、交付された手帳にポイントを貯めて現金化できる

システムと思っていたが、高齢で、認知症が進んだ方でも

手帳交付の対象となり、その方が外に出ることで頑張れる

方がおられたり、笑顔に癒される方がおられるなら、ポイ

ントが付与されるという話をお聞きして、引きこもりがち

になる高齢者の外出機会を増やす目的も持っていると知り、

なるほどと納得した。もちろん、若い方や仕事を卒業した

ての方々の高齢者支援の役割も担っており、若い対象外の

方は研修を受けて、地域に馴染の少ない元企業戦士などは

地域に出ていくきっかけとしての役割も担っているようだ。

利用者、元気ポイント手帳の申請者の更新や利用しやすい

ニーズに合わせた制度に今後も制度改革を続けていくとの

お話しに「出来た・やった・一定の評価が得られた」だけ

でない、今後への更なる取り組みの必要性を追い求めてい

るから良い事業になっているのではないかと感じた。 

どちらの視察先にも、担当課の職員に同行いただき情報

共有できたことが、一つの視察をより有意義な形にできた

のではないかと思う。 

 

４ 所  見  まず最初に、情報モラルとデジタルシティズンシップ

教育の違いに始まり、現在多くの全国小中学校で行われ

ている情報モラル教育は２００９年当時の実態を反映し

作成されたもので、現在の一人一台端末や、授業・課題



の多くをＩＣＴ利活用によって行われることを前提とし

ていないのでそぐわなくなってきている。そこでデジタ

ルシティズンシップ教育によるＩＣＴの利活用が前提の 

・信条ではなく、「安全かつ責任をもって行動するため 

の理由と方法」を学ぶ。 

・仕組みを理解するだけでなく、法的・倫理的にふるま 

うための「能力とスキル」を育成する。 

そのために、実際に授業で使っているプリントを使って

生徒になった気分で書き込み、周りの人との情報共有をし

た。その後、このプリントは【お家の方からひとこと】欄

で今何を学ぼうとしているのか、どの様な考えを持つべき

とされているのかを家庭との連携ですすめられるとお聞

きした。家庭へは教育の現場で進んだ児童生徒からも変革、

浸透していくことも必要なのかと理解した。何が正解か、

ではなくより良い選択はなにか考え発表できる児童生徒

になるための教育をしている鴻巣市の一歩先へ行ってい

る、ある意味違った方向性で取り組んでいるあり方を本市

ではどう活かすのか進めることが出来るのかが課題であ

ると感じた。視察終了後に、情報モラルの方が日本人には

合うので、デジタルシティズンシップ教育が浸透するまで

に何か一つ身近で起これば、あっという間にモラルが中心

になるんだろうなと話した。 

豊島区の高齢者あとおし事業「元気ポイント手帳」につ

いては概要で、おおよそを記したが、課題とした参加者ニ

ーズに合わせたという点が、ポイントの持越し可能による

手帳更新・換金が減っておりどんどんたまっていることの

将来への心配もあると、事業が拡大しているが故の心配と

まだまだ周知の必要性や、更新・申し込みのしやすいイベ



ントなどへのアウトリーチ更新会なども新たに試してい

るとのことであった。説明の中で気になった「興味関心シ

ート」は要支援の最初のご相談、スタート時にすべての方

に書いていただくことで、その方が惹かれて出やすいイベ

ントや、場所へつなぐ一助となっている取り組みである。

今は介護をする側であっても、介護予防イベントなどの機

会を利用した周知なども本市でも行っているが有効であ

ると思うが、そこにプラスアルファのポイント手帳などが

あればより出やすい方が増えるのではないかとより思い

を強くした。またこの手帳についても、換金ではなくても

様々な考え方で本市にあった取り組みに変換できるので

はないかと考える。 

以上 



厚生文教委員会視察報告書 

 

令和 5 年 8 月 28 日  

 

 泉大津市議会議長 様  

 

                  委員氏名 村田雅利  

 

 

 

 下記により出張しましたので、その概要について報告いたします。 

 

記  

 

１ 日  時  令和５年８月２１日（月）～８月２２日（火） 

 

２ 出 張 先      埼玉県鴻巣市、東京都豊島区 

 

３ 視察内容  埼玉県鴻巣市【１日目】 

        ・デジタルシティズンシップ教育について 

        東京都豊島区【２日目】 

        ・高齢者元気あとおし事業について 

 



４ 所  見  

（1） 埼玉県鴻巣市 デジタルシティズンシップ教育について  

「デジタルシティズンシップ教育」とは、オンライン及び ICT の利活

用を前提としその環境で安全かつ責任をもって行動するための理由と方

法を主体的に学び、情報技術に関連する人的、文化的、社会的諸問題を

理解し、法的・倫理的にふるまうための能力とスキルを育成する教育で

あります。鴻巣市では、国の GIGA スクール構想が立ち上がる前から「学

校教育情報化推進計画」を策定して子ども達が ICT 機器を文房具のよう

に日常的に使える環境を実現するため、独自の取り組みを多数実施して

いました。今の子ども達はどこに行っても ICT がある社会に巣立ってい

きます。そのような情報社会の中で、悪影響や危険性を恐れて ICT を遠

ざけるのではなく、モラルを持った前向きな使い方を学んだうえで、社

会でいきいきと活躍し、幸せな生活を送るためには、身近な道具として

ICT を使うスキルが必要であります。さらに、ICT は子ども達のひらめき

や発想が新しい社会的価値を生み出していくための日常的な道具になり

ます。そして何よりも、子ども達が自ら未来を切り開くために必要なも

のになります。そのために、教育の情報化を推進し、言語能力と同様に、

学習の基盤となる資質・能力である情報活用能力を育成することが求め

られている。本市でもデジタルシティズンシップ教育を私もさらに勉強

し、提案していきたいと思います。 

（2） 東京都豊島区 高齢者元気あとおし事業について 

豊島区高齢者元気あとおし事業とは、平成 20 年度から開始。元気な高

齢者の社会参加や地域貢献を奨励し、区内の老人福祉施設やフレイルチ

ェック等介護予防事業のサポート等ボランティア活動に応じてスタンプ

がもらえ、貯まったスタンプ数に応じて、換金できる制度であります。 

1 時間につき 1 ポイントのスタンプを押印しており、10 ポイント貯まる

と千円に換金が出来ます。 

この事業は豊島区民社会福祉協議会に委託されています。 



委託内容は、元気あとおし事業活動記録手帳の作成。元気あとおし会

員申込手数料・活動記録手帳の交付・利用説明および受入れ機関の案内。

元気あとおしポイントの管理および換金。元気あとおし会員対象者への

事業の周知および説明会等の実施。受入機関等への事業の周知および説

明会の実施。元気あとおし会員申込者への各種情報提供。 

対象者につきましては、60 歳以上の区民。高齢者福祉課主催の人材育

成事業等を受講しボランティア登録をした者。豊島区に在住・在勤する

者のうち、高齢者の地域活動に理解があり、その活動に寄り添い、あと

おしをする意思を持つ者。その他、区長が認めた者。である。 

委託料は、2569000 円。 

令和 4 年度の登録者数は 549 人、受入れ機関数は 63 機関である。 

今後の展望として、参加者のニーズに合わせた利用しやすい制度づく

りが課題と言われていました。元気あとおし事業の受入れ機関が増え、

多様なボランティアが増えてきている。そのため、元気あとおし事業の

ポイント更新のためにボランティアセンターに足を運ぶことを不便に思

うボランティアも増えてきていると。更新会を他の高齢者福祉課のイベ

ントと合わせて開催するなどの実際に活動場所にボランティアセンター

の職員が伺いポイントの更新を行うなどの、ボランティアのニーズに合

わせた利用しやすい制度にしていくことが必要であるとおっしゃってい

ました。 

この事業は、本市にすごく合っている事業だと考えます。さらに勉強

して提案していきたいと思います。 



厚生文教委員会視察報告書 

 

令和５年８月２５日  

 

 泉大津市議会議長 様  

 

                  委員氏名 井上 信久  

 

 

 

 下記により出張しましたので、その概要について報告いたします。 

 

記  

 

１ 日  時  令和５年８月２１日（月）～８月２２日（火） 

 

２ 出 張 先      埼玉県鴻巣市、東京都豊島区 

 

３ 視察内容  埼玉県鴻巣市【１日目】 

        ・デジタルシティズンシップ教育について 

        東京都豊島区【２日目】 

        ・高齢者元気あとおし事業について 



４ 所  見   

令和５年８月２１日（月）：【１日目】埼玉県鴻巣市 

「デジタルシティズンシップ教育について」 

 デジタルシティズンシップ教育の取り組みについて説明。 

デジタルシティズンシップ教育とは、オンライン及びＩＣＴの利活用を 

前提とし、その環境で安全かつ責任をもって行動するための理由と方法

を主体的に学び、情報技術に関連する人的、文化的、社会的諸問題を理

解し、法的・倫理的にふるまうための能力とスキルを育成する教育。 

 

 ＳＴＥＡＭライブラリーを使った授業について 

ＳＴＥＡＭライブラリー 未来の教室の動画を視聴する。 

◇学ぶこと 【責任ある配信ってどういうこと？】 

①自分の思いを大切にしつつ、周りへの気づかいを考えるとは 

 どんなこと？ 

②責任をもった情報の発信とは？ 

上の質問を各自から回答を聞き対話型で進められた。 

 

情報発信とは、インターネット、郵便・放送など通信の手段を使って

何かの事がらの様子や知らせを相手に伝えるために送り出すこと。 

ネットの発信と責任のリング 

 ■外の円  ：公（見知らぬ人々・世界） 

 ■真ん中の円：共（まわりの人々） 

 ■内の円  ：私（わたし） 

 

情報を発信し行動する時の３ステップ 

①  立ち止まる：困った時、つらい時は、いったん立ち止まろう 

②  考える  ：今、何をしてほしいか、何をするべきか考えよう。 

③  相談する ：信頼できる人に相談しよう 



【感想】 

 埼玉県鴻巣市のデジタルシティズンシップ教育の取り組みを聞かせて

頂き感じたことは、説明をされている職員さんが、異動されて１年目と

お聞きし、とても上手に説明されていた。 

以前は、教育の現場で先生をされていたとのことで、子ども達にもわか

りやすく説明していたことでしょう。 

 泉大津市でも子どもたちに１人１台タブレットを提供し、教育を進め

ています。 

デジタルシティズンシップ教育の取り組みを教育委員会に持ち帰り、 

指導課の先生が子ども達にわかりやすく、一緒に話し合い、考え、自分

の考えをまとめることができる指導を実施することを願う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年８月２２日（火）：【２日目】東京都豊島区 

「高齢者元気あとおし事業について」 

 豊島区では、平成２０年度から、元気あとおし事業を開始。 

元気な高齢者の社会参加や地域貢献を奨励し、区内の老人福祉施設やフ

レイルチェック等介護予防事業のサポート等ボランティア活動に応じて

スタンプがもらえ、貯まったスタンプ数に応じて、換金ができる制度。 

１時間につき１ポイントのスタンプを押印しており。１０ポイント貯ま

ると千円に換金が出来る。 

 

＜元気あとおし事業の概要＞ 

事業委託先、豊島区民社会福祉協議会 

委託内容、 

（１）  元気あとおし事業活動記録手帳の作成 

（２）  元気あとおし会員申し込み手続き・活動記録手帳の交付・利用説

明および受入機関の案内 

（３）  元気あとおしポイントの管理及び換金 

（４）  元気あとおし会員対象者への事業の周知及び説明会等の実施 

（５）  受入機関等への事業の周知及び説明会等の実施 

（６）  元気あとおし会員申込者への各種情報提供 

委託料、 

 2,569,000 円（令和 5 年度の事業運営委託契約金額） 

対象者、 

（１）  ６０歳以上の区民 

（２）  高齢福祉課主催の人材育成事業等を受講しボランティア登録し

た者。 

（３）  豊島区に在住・在勤する者のうち、高齢者の地域活動に理解があ

りその活動に寄り添い、あとおしをする意思を持つ者。 

（４）  その他、区長が認めた者。 



現在の会員数 

 男性：８０人 

 女性：４６９人 

 合計：５４９人 

 

【感想】 

 男性の会員登録数が少ないとのこと。理由は、定年退職されてからも、

仕事を続ける方が多いため。 

参加者のニーズに合わせた利用しやすい制度づくりが課題とのこと。 

泉大津市でもこのような事業があれば、高齢者のみなさんでつながり、

地域の活性化につながることになるので事業化して頂きたい。 

 









厚生文教委員会視察報告書 

 

令和 ５年 ８月３１日  

 

 厚生文教委員長 様  

 

                     委員  堀口 陽一  

 

 

 

 下記により出張しましたので、その概要について報告いたします。 

 

記  

 

１ 日  時  令和５年８月２１日（月）～８月２２日（火） 

 

２ 出 張 先      埼玉県鴻巣市、東京都豊島区 

 

３ 視察内容  埼玉県鴻巣市【１日目】 

        ・デジタルシティズンシップ教育について 

        東京都豊島区【２日目】 

        ・高齢者元気あとおし事業について 



 

 所  見  鴻巣市デジタルシティズンシップ教育 

鴻巣市では、デジタルシティズンシップ教育について視

察を行いました。本市教育指導課からは山本氏が参加され、

本市でも取り組んでいる情報モラル教育との比較をお聞

きしました。 

本市での情報モラル教育も当然成果があり、正しい判断

力と相手を思いやる心でネットワークをより良くして、公

共心を育む取り組みをしていますが、昨今の社会情勢によ

り I C Ｔが日常的に利活用される時代を想定できていなか

ったのが情報モラル教育であると感じました。 

       他方、デジタルシティズンシップ教育は、ⅠⅭＴの日常

的利活用が前提でネット依存やそのことによる昼夜逆転な

ど、日常生活に悪影響が出ないよう、事前の対策がメイン

に取り組まれていました。 

      特に責任ある発信として、 

①  自分の思いを大切にしつつ、まわりへの気づかいを考え

る。 

②  責任を持った情報発信をする。 

というように、相手の立場にたって何が嫌なのか、しっか

り議論して答えを導き出しています。 

情報モラル教育ではそこまでのディスカッションが出来

ていなかったように感じました。 

       デジタルシティズンシップ教育を総括しますと、先ずこ

の先進的な取り組みをする事によって、先生も生徒も職員

も、また、保護者や議員もその内容に対して理解を深めよ

うとします。 

その事によって自治体全体でⅠⅭT で起こり得る危機を



回避しようとする対策が共通認識として生まれる効果は、  

大変大きいと感じました。 

また、担当教諭だけでなく全体のスキルアップに繋がっ

ていました。 

本市においても意識づけをするという意味でもデジタルシ

ティズンシップ教育の導入は必要と感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

所  見    豊島区高齢者元気あとおし事業について 

豊島区の取り組む高齢者元気あとおし事業は、平成２０ 

年度から豊島区民社会福祉協議会に委託をして開始して

います。 

元気な高齢者の社会参加や市域貢献を奨励する形です。

区内の老人福祉施設やフレイルチェック等介護予防事業

のサポートやボランティア活動に応じてスタンプがもら

え、貯まったスタンプ数に応じて、換金できる制度です。 

１時間につき１ポイントを押印しており１０ポイント

貯まると千円に換金出来ます。 

事業の目的は、この事業を実施することにより、高齢者

がボランティア活動を通して社会参加・地域貢献すること

を奨励及び支援し、高齢者自身の介護予防に寄与するとと

もに、地域ケアの担い手となる元気な高齢者を増やし、豊

島区の地域福祉を推進することです。 

このように、全国的な課題である超高齢化社会に対応す

るために知恵を絞って事業を推進していました。 

豊島区民社会福祉協議会への委託料としては、約 260 万円

と大きな金額負担ではありませんので、費用対効果として

は一定の成果はあると考えられます。 

ただ、この事業への参加者は女性 469 人・男性 80 人と

男性の参加者が少ないと言う課題も見受けられます。 

今後の課題としては、参加者のニーズに合わせた利用し

やすい制度づくりが必要となってきます。 

この事業を視察して感じた事は、少子高齢化の中で先ず

高齢者の社会参加に焦点を絞って事業を立ち上げた事は

十分に評価できると思いますし、自治体が高齢者に対する



施策もしっかりやっていきますよと言う意思表示でもあ

り、高齢者を見放さない自治体という住民への信頼感にも

繋がると感じました。元気な高齢者を作るという全国的な

課題に立ち向かう意気込みを感じました。 

本市においても、試行錯誤をしながらチャレンジをする

事が重要だと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



厚生文教委員会視察報告書 
 

令和 5 年 8 月 24 日 

 

 泉大津市議会議長 様 

 

                  委員氏名 松 本 真 麗 

 

 

 

 下記により出張しましたので、その概要について報告いたします。 

 

記 

 

１ 日  時  令和５年８月２１日（月）～８月２２日（火） 

 

２ 出 張 先  埼玉県鴻巣市、東京都豊島区 

 

３ 視察内容  埼玉県鴻巣市【１日目】 

        ・デジタルシティズンシップ教育について 

        東京都豊島区【２日目】 

        ・高齢者元気あとおし事業について 



４ 所  見   

・埼玉県鴻巣市デジタル・シティズンシップ教育について 

教育委員会が ICT 教育の先頭に立っていると感じた。その点については非常に

素晴らしいと感じた。泉大津市は、ICT 導入に関しては積極的だが、教育委員

会などによる教員に対する十分なバックアップがあるとは思えない。 

道徳の授業をどう進めるか、という点と、ICT 教育の論点が整理されておら

ず、ICT の問題なのか、道徳授業の問題なのか、という点での突き詰めが混乱

した。 

ICT を活用しての教育の質の向上については、どこの地域でも、課題であるの

だろうと思った。 

どうやって、ICT による子どもたちのこれからをサポートしていくのか、デジ

タル社会に対して、どんな風にコミュニケーションをとっていくのか、どんな

ものを作って他者とつながっていくのか、その責任について学んでいくのか、

非常に興味深く話を聞いた。 

また、ICT がコミュニケーションである以上、家庭へのアプローチは、これか

らの課題になっていくのだろうということも感じている。 

とはいえ、デジタル自体が文章中心での表現になることを考えると、そこから

子どもたちが排除されないようにすることの意義や、場所や時間を問わない学

習、公教育とは何なのか、ということを問い続けていかなければならないとい

う点で、教員たちの在り方も問われていることだということを感じている。 

・豊島区元気あとおし事業について 

参加されるお年寄りの方々ひとりひとりの存在を肯定しようという価値観が素

晴らしかった。泉大津市は自治会があるので、その自治会を元気にする方策に

使えるのではないだろうかと思ったが、どうなのだろうか。泉大津では、働い

ている高齢者も多く、家にいるが社会に参加したいという方々は、自治会に入

っているのではないだろうか、対象が難しいのではないだろうかということも

感じた。紙での冊子である点は、スマホなどの電子機器が苦手なお年寄りには

やさしい事業であると思ったが、電子機器が得意なお年寄りにとっては、ちょ

っと面倒に感じるかもしれないと思った。しかし、全般的には、利用者のため

に制度改定を行い、参加しやすい制度をめざす努力が本当に素晴らしいと感じ

た。 

 

 



厚生文教委員会視察報告書 

 

令和 5 年 8 月 25 日  

 

 泉大津市議会議長 様  

 

                  委員氏名 丸谷正八郎  

 

 

 

 下記により出張しましたので、その概要について報告いたします。 

 

記  

 

１ 日  時  令和５年８月２１日（月）～８月２２日（火） 

 

２ 出 張 先      埼玉県鴻巣市、東京都豊島区 

 

３ 視察内容  埼玉県鴻巣市【１日目】 

        ・デジタルシティズンシップ教育について 

        東京都豊島区【２日目】 

        ・高齢者元気あとおし事業について 



４ 所  見   

埼玉県鴻巣市【１日目】 

・デジタルシティズンシップ教育について 

デジタルシティズンシップとは「デジタル技術の利用を通じて、社会に

積極的に関与し参加する能力のこと」である。  

これまでは、デジタルは非日常であった。これからは、デジタルは日常

であり子どもたちが道具立てる文具情報ライフラインとなってくる。  

学校での、デジタルシティズンシップ教育はカリキュラムの教科以上の

ものであるという認識が必要である。生徒会や保護者、外部・地域社会

との連携など、より広い学校活動でも生まれる。デジタルシティズンシ

ップ教育は学校の年間教育計画に統合し、あらゆる場面で関わる必要が

あると思う。特に学校での ICT 機器の活用については「利用のルール（規

約）」を見直し、生徒・家庭・学校の役割を明確にして、安全・安心な利

活用ができるように取組む必要があると感じました。  

 

東京都豊島区【２日目】 

・高齢者元気あとおし事業について 

豊島区は、単身高齢者世帯が多く早くから様々な高齢者福祉事業に取組んで

いる。そのひとつが、平成 20 年度から開始した「高齢者元気あとおし事業」であ

ります。高齢者の社会参加と地域貢献を組み合わせた合理的な事業であると

思います。自宅での引きこもり防止や認知症防止にも役立ち、社会貢献ができ

ることで生きがいづくりにもなると考える。ボランティア活動に対して 1 時間につき

1 ポイントのスタンプをもらい 10 ポイント貯まると千円に換金出来る制度となって

いるのが楽しんで参加できる要因かも知れません。 

これからの、高齢者福祉サービス事業は「共に支え合い・共に助け合う」仕組  

みづくりが必要です。持続可能な制度として泉大津市に合った新たな事業展開  

のヒントになると思います。 
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